
●
は
じ
め
に

　

一
九
五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代

の
ア
メ
リ
カ
の
地
域
研
究
全
盛
期
に
お

い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
中
で
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
ほ
ど
関
心
を
集
め
、
か
つ
制

度
的
な
支
援
を
受
け
、
加
え
て
熱
心
な

学
問
研
究
の
対
象
と
な
っ
た
国
は
存
在

し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
九

九
一
年
の
冷
戦
終
了
と
二
〇
〇
一
年
に

起
き
た
凄
惨
な
対
米
同
時
多
発
テ
ロ
を

契
機
に
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
地
域
研

究
は
終
焉
を
迎
え
た
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
政
治
状
況
は
、
過

去
一
五
年
の
間
、
民
主
化
や
地
方
分
権

な
ど
、
過
去
に
例
を
み
な
い
規
模
で
変

化
を
遂
げ
て
き
た
。
そ
の
た
め
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
変
化
は
、
世
界
的
に
関
心
を

集
め
、
そ
の
研
究
も
再
び
充
実
し
は
じ

め
て
い
る
。
地
方
政
治
、
民
族
紛
争
、

民
主
主
義
体
制
へ
の
移
行
・
強
化
、
分

権
化
・
地
方
自
治
、
政
軍
関
係
、
と

い
っ
た
分
野
で
と
り
わ
け
研
究
蓄
積
が

顕
著
で
あ
る
。
民
主
化
が
進
ん
だ
こ
と

で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
情
報
入
手
の

門
戸
が
大
き
く
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
結
果
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
の
み
な
ら
ず
、
民

主
政
へ
の
移
行
、
イ
ス
ラ
ム
と
民
主
主

義
、
地
方
分
権
、
民
族
抗
争
と
い
っ
た

テ
ー
マ
を
、
比
較
研
究
す
る
実
験
室

や
、
研
究
者
が
各
種
デ
ー
タ
を
簡
単
に

収
集
す
る
こ
と
の
で
き
る
、
情
報
の
鉱

山
に
も
な
り
つ
つ
あ
る
。

●
政
策
研
究
の
必
要
性

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
政
治
そ
の
も
の

の
変
革
に
と
も
な
い
、
新
し
い
政
治
手

法
も
ま
た
生
ま
れ
た
。
そ
れ
は
、
政
策

を
立
案
す
る
に
当
た
っ
て
社
会
科
学
の

手
法
を
活
用
す
る
と
い
う
方
法
で
あ
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政
治
の
変
革
に
お
け

る
際
立
っ
た
特
徴
は
、
国
会
議
員
選
挙

の
み
な
ら
ず
、
大
統
領
、
州
、
県
、
市

ま
た
は
郡
の
各
地
方
自
治
体
レ
ベ
ル
の

首
長
に
か
か
る
直
接
選
挙
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
結

果
、
実
施
さ
れ
る
選
挙
の
回
数
は
急
増

し
、
選
挙
関
連
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が

台
頭
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
業
や
、
と
り
わ
け
世
論
調
査
会

社
は
期
せ
ず
し
て
、
世
間
一
般
の
声
を

比
較
的
容
易
に
分
析
可
能
な
形
で
デ
ー

タ
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
結
果
を
用
い

て
研
究
者
は
新
た
な
研
究
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　

も
う
ひ
と
つ
の
重
要
な
変
化
は
、
地

方
自
治
体
の
側
に
お
け
る
政
策
研
究
に

か
か
る
ニ
ー
ズ
の
向
上
で
あ
る
。
二
〇

〇
一
年
に
始
ま
っ
た
分
権
化
と
地
方
自

治
を
受
け
て
、
政
策
の
策
定
・
実
施
に

関
す
る
地
方
自
治
体
の
権
限
は
強
く

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
大
半
の
地
方

自
治
体
で
は
、
そ
の
よ
う
な
能
力
を
有

す
る
人
材
が
欠
如
し
て
い
る
た
め
、
現

地
の
大
学
や
研
究
機
関
に
研
究
、
政
策

案
の
作
成
、
開
発
計
画
の
起
案
作
業
を

委
託
す
る
こ
と
で
穴
埋
め
し
て
い
る
の

が
現
状
で
あ
る
。

●�

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
物
実
業
家

か
ら
ア
メ
リ
カ
研
究
機
関
へ
の

資
金
提
供

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
一
次
産
業
、
と
り

わ
け
天
然
資
源
産
業
を
主
軸
と
し
て
高

い
経
済
成
長
を
実
現
し
、
過
去
一
〇
年

間
の
政
治
情
勢
は
比
較
的
安
定
し
て
い

る
一
方
で
、
中
小
製
造
業
は
競
争
力
を

欠
い
て
お
り
衰
退
し
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
大
企
業
こ
そ
が
実
体
的
・
戦
略
的

な
役
割
を
果
た
す
度
合
い
が
増
し
て
い

る
。
ス
ハ
ル
ト
時
代
と
は
異
な
り
、
現

在
の
大
企
業
は
、
必
ず
し
も
国
家
の
支

援
を
受
け
る
従
属
的
な
立
場
に
い
る
訳

で
は
な
い
。
こ
の
点
は
、
大
企
業
に

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
変
化
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
成
長
し
た
大
企
業
が
利
益

の
一
部
を
教
育
・
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

充
当
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
状
況
を
改

善
す
る
た
め
に
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た

か
ら
で
あ
る
。

　

ラ
ジ
ャ
ワ
リ
財
団
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
大
企
業
の
一
角
を
占
め
る
ラ
ジ
ャ

ワ
リ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
慈
善
団

体
部
門
で
あ
り
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月

に
同
財
団
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
に
対
し
て
総
額
二
〇
五

〇
万
ド
ル
の
寄
付
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

ベ
ニ
ー
・
ス
ビ
ア
ン
ト

企
業
家
利
益
と
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究・

政
策
研
究

特
集

外
国
を
研
究
す
る
こ
と
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寄
付
金
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ

デ
ィ
ス
ク
ー
ル
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
民

主
政
治
、
制
度
改
革
を
支
え
る
研
究
教

育
活
動
、
能
力
育
成
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の

寄
付
の
う
ち
総
額
一
〇
〇
〇
万
ド
ル
分

は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
ス

ク
ー
ル
に
お
い
て
ラ
ジ
ャ
ワ
リ
財
団
ア

ジ
ア
研
究
所
を
設
立
す
る
た
め
の
寄
贈

で
あ
り
、
同
研
究
所
に
は
、
ア
ジ
ア
に

関
す
る
公
共
政
策
研
究
や
教
育
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
各
界
の
リ
ー

ダ
ー
、
政
策
担
当
者
、
学
者
、
学
生
を

集
め
て
い
る
。
残
り
の
一
〇
五
〇
万
ド

ル
分
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
五
年

に
わ
た
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
活
動
に
充
当
さ
れ
る
。

　

こ
の
取
組
の
活
動
の
中
に
、「
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

変
革
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
が
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
に
力

点
を
置
い
た
四
週
間
の
行
政
教
育
コ
ー

ス
で
あ
る
。
最
初
の
一
週
間
は
、
講
義

形
式
で
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
実
施
さ
れ
、

残
り
の
三
週
間
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学

で
の
授
業
と
、
ボ
ス
ト
ン
に
お
け
る
地

方
自
治
体
の
現
場
視
察
を
行
う
。
こ
の

行
政
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
大
き
な
成
功

を
収
め
る
と
、
今
後
数
年
以
内
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
の
地
方
公
選
リ
ー
ダ
ー
は
、

戦
略
的
分
野
三
項
目
で
の
基
本
的
知
識

と
技
能
を
身
に
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な

る
。
第
一
に
、「
戦
略
的
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
」
で
は
、
広
報
戦
略
、
説
得

術
、
交
渉
術
、
行
政
府
で
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
、
行
政
府
と
立
法
府
と
の
相
互

関
係
、
倫
理
・
説
明
責
任
、
参
加
型
行

政
運
営
、
透
明
性
の
確
保
と
市
民
参

画
、
危
機
管
理
な
ど
、
各
種
の
問
題
が

扱
わ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、「
新
し
い

行
政
運
営
」
で
は
、
行
政
改
革
、
運
営

実
績
評
価
、
予
算
編
成
と
財
務
管
理
、

意
思
決
定
用
の
分
析
ツ
ー
ル
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

イ
ン
フ
ラ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
が
扱
わ
れ
て

い
る
。
第
三
に
、「
持
続
可
能
な
開
発
」

で
は
経
済
成
長
戦
略
、
成
長
と
公
平
性

確
保
と
い
う
目
標
の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
関

係
、
農
村
開
発
、
都
市
化
の
問
題
点
、

貧
困
と
社
会
的
セ
イ
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
等

が
扱
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
政
治
的
影
響
力
を
も
つ
企
業

グ
ル
ー
プ
の
代
表
的
存
在
で
も
あ
る
バ

ク
リ
ー
・
グ
ル
ー
プ
も
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
助
成
を

行
っ
て
い
る
。
バ
ク
リ
ー
・
セ
ン
タ
ー

財
団
を
通
じ
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月

に
、
ワ
シ
ン
ト
ン
の
超
党
派
の
外
交
政

策
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
カ
ー
ネ
ギ
ー

国
際
平
和
財
団
の
研
究
員
に
対
し
て
バ

ク
リ
ー
の
財
団
か
ら
資
金
助
成
が
行
わ

れ
て
い
る
。T

h
e B

akrie C
h
air o

n
 

S
o
u
th

east A
sia

は
、「
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
と
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
主
な
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
文
化
的
な
趨
勢
」

に
関
し
て
「
政
策
関
連
の
研
究
」
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
バ
ク
リ
ー
・

セ
ン
タ
ー
財
団
と
カ
ー
ネ
ギ
ー
の
い
ず

れ
も
、
寄
付
金
の
額
は
開
示
し
て
い
な

い
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
バ
ラ
ク
・
オ

バ
マ
大
統
領
の
異
父
妹
で
あ
る
マ
ヤ
・

ス
ト
ロ
と
、
国
家
安
全
保
障
会
議
ア
ジ

ア
上
級
部
長
を
務
め
た
ジ
ェ
フ
リ
ー
・

ベ
イ
ダ
ー
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
で
行

わ
れ
た
バ
ク
リ
ー
財
団
の
イ
ベ
ン
ト
に

出
席
し
て
い
た
。
ア
ブ
リ
ザ
ル
・
バ
ク

リ
ー
の
子
息
で
あ
る
ア
ニ
ン
デ
ィ
ヤ
・

バ
ク
リ
ー
自
身
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
大
学
を
卒
業
し
て
お
り

（
ノ
ー
ス
ウ
ェ
ス
タ
ン
大
学
と
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
大
学
）、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が

必
要
と
し
て
い
る
の
は
「
民
主
主
義
と

経
済
成
長
」
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
悪
名
高
き

も
う
一
人
の
大
物
実
業
家
ス
カ
ン
ト
・

タ
ノ
ト
は
、
脱
税
の
容
疑
を
受
け
て
お

り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
で
環
境
悪
化

を
生
み
出
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、

カ
ー
ネ
ギ
ー
メ
ロ
ン
大
学
工
学
部
に

T
an

oto P
rofessorship

を
設
け
た
。

タ
ノ
ト
財
団
を
介
し
て
寄
付
基
金
を
設

け
て
、
学
業
優
秀
で
人
格
も
優
れ
て
い

る
医
学
部
生
に
対
し
て
資
金
援
助
を
行

い
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学
医
学
部

に
進
学
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
こ
れ
ら
の
大
物
実

業
家
が
外
国
の
教
育
研
究
機
関
に
多
額

の
資
金
供
与
を
行
っ
て
い
る
の
は
何
故

な
の
だ
ろ
う
か
。
第
一
に
、
ラ
ジ
ャ
ワ

リ
・
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
場
合
、
世

界
一
流
の
大
学
で
行
わ
れ
て
い
る
研
究

教
育
活
動
を
通
じ
て
、
最
終
的
に
政
策

決
定
プ
ロ
セ
ス
の
質
が
改
善
さ
れ
る
こ

と
が
、
自
分
た
ち
の
事
業
上
の
利
益
に

沿
う
こ
と
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
第

二
に
、
バ
ク
リ
ー
か
ら
カ
ー
ネ
ギ
ー
国

際
平
和
財
団
へ
の
寄
付
は
、
自
分
の
イ

メ
ー
ジ
を
国
際
的
な
名
声
を
通
じ
て
好

転
さ
せ
よ
う
と
い
う
大
物
実
業
家
兼
政

治
家
に
よ
る
努
力
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
試
み
は
、
バ
ク
リ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス

慣
行
に
よ
り
限
界
に
直
面
す
る
と
思
わ

れ
る
。
数
年
前
に
、
ア
ブ
リ
ザ
ル
・
バ

ク
リ
ー
は
、
政
府
の
主
な
改
革
派
で

あ
っ
た
ス
リ
・
ム
ル
ヤ
ニ
・
イ
ン
ド
ラ

ワ
テ
ィ
の
放
逐
に
向
け
た
プ
ロ
パ
ガ
ン

ダ
を
行
い
、
結
局
彼
女
を
二
〇
一
〇
年

五
月
に
財
務
相
か
ら
の
辞
職
に
追
い
込

ん
だ
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
バ
ク
リ
ー

傘
下
の
企
業
に
よ
っ
て
、
シ
ド
ア
ル

ジ
ョ
の
泥
火
山
事
故
が
発
生
し
た
が
、

地
質
学
者
で
構
成
さ
れ
る
国
際
チ
ー
ム

の
検
証
に
よ
る
と
、
そ
の
原
因
は
掘
削

企業家利益とインドネシア研究・政策研究  
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に
不
備
が
あ
っ
た
た
め
と
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
は
、
脱
税
容

疑
に
加
え
、
石
炭
採
掘
権
の
未
払
い
、

汚
職
の
容
疑
に
関
す
る
訴
訟
事
案
に
も

直
面
し
て
い
る
。
ス
カ
ン
ト
・
タ
ノ
ト

も
ま
た
、
バ
ク
リ
ー
と
同
様
に
、
傘
下

企
業
の
不
祥
事
が
一
部
明
ら
か
に
な
っ

た
こ
と
を
受
け
て
、
自
己
の
評
判
を
改

善
す
る
必
要
性
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

　

ス
ハ
ル
ト
体
制
の
崩
壊
以
降
、
上
記

の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
大
物
実
業
家
に
よ

る
ア
メ
リ
カ
の
教
育
研
究
機
関
へ
の
寄

付
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
い

く
つ
か
の
事
実
関
係
が
み
て
取
れ
る
。

第
一
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
大
物
実
業

家
の
利
益
に
資
す
る
形
で
手
元
資
金
が

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
内
に
潤
沢
に
存
在
す

る
と
い
う
単
純
な
事
実
で
あ
る
。
第
二

に
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
研
究
機
関
へ
の

資
金
提
供
を
行
う
と
、
国
内
の
み
な
ら

ず
国
際
的
な
舞
台
に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ

ス
面
・
政
治
面
で
目
立
っ
た
存
在
に
な

れ
る
公
算
が
大
き
い
。
第
三
に
、
民
主

化
の
結
果
、
大
企
業
が
政
治
的
に
頼
り

に
で
き
る
有
力
パ
ト
ロ
ン
が
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
政
界
に
存
在
し
な
く
な
っ
た
。
ス

ハ
ル
ト
全
盛
期
で
は
、
大
統
領
か
ら
政

治
的
支
援
を
受
け
れ
ば
ビ
ジ
ネ
ス
は
安

泰
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
民
主
化
と
政

治
権
力
の
分
散
の
結
果
、
政
党
や
有
力

Ｎ
Ｇ
Ｏ
へ
の
支
援
提
供
は
も
は
や
必
然

で
は
な
い
。
一
部
の
企
業
は
、
し
た

が
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
知
識
人
、
学
識

者
、
世
論
調
査
会
社
、
政
治
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
育
成

し
て
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。

●
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
の
展
望

　

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
企
業
グ
ル
ー
プ
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
名
門
大
学
や
研
究
機
関

に
多
額
の
助
成
と
寄
付
が
行
わ
れ
る
こ

と
で
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
関
す
る
政
策

研
究
、
ア
メ
リ
カ
と
の
連
携
が
促
進
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま

た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
地
方
行
政
リ
ー
ダ
ー
（
首

長
、
市
町
村
長
、
地
方
開
発
企
画
庁
長

官
）
が
一
定
数
生
ま
れ
る
こ
と
と
な

り
、（
五
年
以
内
に
二
〇
〇
人
前
後
に

な
る
と
思
わ
れ
る
）
ア
メ
リ
カ
の
一
流

大
学
で
教
育
を
受
け
た
人
材
が
増
え
る

こ
と
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
の
一
筋
の

希
望
の
光
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ

る
。
し
か
し
、
五
年
後
、
目
に
み
え
る

効
果
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
現
時
点
で
語
る
こ
と
は
、
依
然
と

し
て
難
し
い
。

　

注
意
す
べ
き
点
は
、
こ
の
種
の
助

成
・
寄
付
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
い
る
研

究
の
性
質
は
、
か
つ
て
の
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
研
究
の
最
盛
期
に
行
わ
れ
て
い
た
研

究
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
研
究
の
全
盛
期
に
は
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
の
社
会
、
文
化
、
経
済
、
政
治

の
各
種
側
面
に
つ
い
て
、
純
粋
に
学
術

目
的
で
綿
密
な
研
究
が
数
多
く
行
わ
れ

て
い
た
。
一
方
、
現
在
の
政
策
研
究

は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
実
利
的
な
も
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
大
学

や
研
究
機
関
の
中
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
関
す
る
教
員
・
研
究
員
の
関
心
や

専
門
知
識
で
は
な
く
、
資
金
提
供
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
主
目
的
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
模
様
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大
物

実
業
家
か
ら
資
金
助
成
を
受
け
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
九
五
〇
年
代
か

ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
ア
メ
リ

カ
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
の
黄

金
期
が
再
来
す
る
公
算
は
低
い
。
な
ぜ

な
ら
、
地
域
研
究
は
、
ア
メ
リ
カ
の
高

等
機
関
に
と
っ
て
重
要
案
件
で
は
な
く

な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。（
一
部
例

外
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
）

同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
一
部
の

欧
州
諸
国
（
特
に
オ
ラ
ン
ダ
と
ド
イ

ツ
）、
一
部
の
ア
ジ
ア
諸
国
（
日
本
、

韓
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
に
お
い
て
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
が
発
展
し
て
き
て

い
る
。
特
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い

て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
学
生
が
多

く
、
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
政
府
、
国
民
、
実
業
界
に

と
っ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
極
め
て
重
要

な
存
在
で
あ
る
た
め
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

研
究
に
対
し
て
は
、
大
き
な
ニ
ー
ズ
や

需
要
が
存
在
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
や
同
国

の
大
学
に
と
っ
て
、
依
然
と
し
て
最
重

要
研
究
対
象
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
こ

と
に
変
わ
り
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

暫
定
的
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
大

物
実
業
家
か
ら
ア
メ
リ
カ
の
大
学
や
研

究
機
関
へ
の
寄
付
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
政
策
研
究
の
質
的
向
上
と
、
ア
メ
リ

カ
の
政
策
担
当
者
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

対
す
る
理
解
増
進
に
寄
与
す
る
公
算
が

大
き
い
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
研
究
の
領
域

は
、
過
去
二
〇
年
間
で
変
化
し
て
お

り
、
こ
れ
か
ら
先
一
〇
年
、
二
〇
年
で

も
変
化
を
続
け
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。

（B
en

ny S
u
b
ian

to

／
ハ
ー
バ
ー
ド
大

学
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
オ

フ
ィ
サ
ー
）

22アジ研ワールド・トレンド No.216 （2013. 9）




